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統
計
学
と
い
え
ば
、
三
百
年
の
歴
史
を
も
っ
学
問
で
あ
る
。
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、

K
・
ピ
ア
ソ
ン
の
記
述
統
計
学
、

R
・
A
-
フ
ィ
ッ
シ
ャ

l
の
推
測
統
計
学
と
い
う
ふ
う
に
発
展
し
て
、
欧
米
で
は
一
九
四

0
年
代
の
初
め
に
は
、
そ
の
進
歩
は
す

で
に
広
く
学
界
に
定
着
し
か
っ
吸
収
さ
れ
て
い
た
。
わ
が
国
で
は
、
ま
さ
し
く
一
九
四

O
年
、
統
計
科
学
研
究
会
が
創
立
さ
れ
、

人
文
・
社
会
・
自
然
の
各
学
問
分
野
の
研
究
者
、
ま
た
統
計
的
研
究
や
統
計
事
業
に
従
事
す
る
実
務
家
の
協
力
研
鏡
に
よ
っ
て
、

世
界
の
進
歩
に
立
ち
遅
れ
た
当
時
の
状
況
か
ら
、
速
や
か
に
立
ち
上
り
、
か
つ
欧
米
に
く
ら
べ
て
遜
色
の
な
い
進
展
を
期
し
た
の

で
あ
る
。
当
時
わ
が
国
で
実
質
的
に
は
唯
一
の
数
理
統
計
学
講
座
の
担
当
者
と
し
て
、
年
少
三
十
歳
の
わ
た
く
し
に
は
、
カ
に
過

ぎ
た
よ
う
な
重
い
任
務
が
謀
せ
ら
れ
て
い
た
。
統
計
科
学
と
い
う
の
は
、
当
時
つ
く
っ
た
新
造
語
で
あ
る
。

統
計
学
な
ら
わ
か
る
が
、
統
計
科
学
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
な
い
し
は
、
こ
れ
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
批
判
は
、
素
人
よ
り
は
、

む
し
ろ
統
計
学
者
の
側
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
三
十
年
、
統
計
科
学
と
い
う
言
葉
が
、
ど
れ
ほ
ど
、
学
界
な

り
社
会
な
り
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
そ
こ
で
当
時
設
定
さ
れ
た
、
こ
の
学
問
へ
の
期
待
は
、
歴
史
が
実
証

し
て
い
る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
実
現
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
序
文
で
す
で
に
述
べ
た
こ
と
で
あ

る
が
、
数
理
科
学
、
計
画
科
学
、
そ
し
て
情
報
科
学
へ
と
連
な
る
道
程
が
、
こ
の
一
ニ
十
年
の
う
ち
に
開
通
し
た
の
で
あ
る
。

数
学
出
身
の
わ
た
く
し
は
、
こ
う
し
た
時
代
に
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
道
程
を
た
ど
り
つ
つ
歩
ん
だ
者
の
一
人
で
あ
る
。
著
者
の

現
在
お
よ
び
将
来
に
お
け
る
関
心
は
、
情
報
科
学
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
今
ま
で
の
道
程
を
、
出
発
点
か
ら
情
報
科
学
へ
到
達
す
る



ま
で
を
、
主
と
し
て
統
計
科
学
に
重
点
を
お
き
、
海
外
の
師
友
を
通
じ
て
語
っ
た
の
が
木
書
で
あ
る
。
三
十
年
と
い
う
の
は
、
現

在
ま
で
と
い
う
よ
り
は
、
内
容
と
し
て
一
九
一
二
五
年
か
ら
一
九
六
五
年
と
い
う
方
が
、
実
質
的
で
あ
る
。
人
間
の
現
実
に
歩
む
コ

ー
ス
は
、
あ
ら
か
じ
め
方
向
づ
け
ら
れ
た
一
本
の
直
線
な
い
し
は
曲
線
で
な
く
、
お
そ
ら
く
は
、
い
く
本
も
の
直
線
群
の
つ
く
り

出
す
包
絡
曲
線
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
現
時
点
に
お
い
て
わ
た
く
し
の
置
か
れ
て
い
る
方
向
線
で
は
な
く
、
む
し
ろ
三
、
四

年
以
前
の
方
向
線
に
あ
わ
せ
て
過
去
か
ら
ご
く
近
く
ま
で
を
見
た
も
の
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
わ
た
く
し
自
身
の
仕
事
の
こ
と
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
、
そ
れ
を
本
文
中
に
加

え
た
が
、
行
文
が
難
渋
す
る
の
を
お
そ
れ
、
割
愛
し
た
。
し
か
し
、
本
書
の
表
題
を
決
定
す
る
段
に
な
っ
て
み
る
と
、
も
し
万
一
、

原
典
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
あ
ま
り
に
も
不
便
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
「
あ
と
が
き
」
の
あ
と
に
つ
け
加
え
て

お
く
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

本
書
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、
共
立
出
版
株
式
会
社
企
画
部
の
佐
藤
邦
久
氏
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
同
氏
に
は
「
情
報

科
学
講
座
」
全
六
十
五
巻
の
刊
行
で
い
ろ
い
ろ
相
談
す
る
機
会
が
多
く
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
著
述
を
刊
行
す
る
因
縁
と
論
理
と

を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

きiJt とあ
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著

者

紹

介

き

た

が

わ

と

し

お

北

川

敏

男

昭
和
九
年
東
京
大
学
理
学
部
数
学
科
卒
、

同
年
大
阪
大
学
助
手
と
な
る
。
昭
和
十
四

年
九
州
大
学
助
教
授
と
な
り
、
同
年
十
二

月
理
学
博
士
の
学
位
を
受
け
た
。
昭
和
十

八
年
九
州
大
学
教
授
と
な
る
。
昭
和
二
十

五
年
日
本
学
術
会
議
第
四
部
会
員
と
な

り
、
引
続
き
十
七
年
に
わ
た
り
会
員
と
し

て
活
躍
。
そ
の
問
、
長
期
研
究
計
画
委
員

会
幹
事
お
よ
び
情
報
科
学
小
委
員
長
。
昭

和
三
十
三
年
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
百
年
祭
で

ト
イ
ン
ピ
l
、
オ
ッ
ベ
ン
ハ
イ
マ
ー
ら
と

と
も
に
名
誉
理
学
博
士
を
受
け
た
。
悶
際

統
計
協
会
正
会
員
。

九
州
大
学
で
は
図
書
館
長
、
理
学
部
長

を
歴
任
。
現
在
、
基
礎
情
報
学
研
究
施
設

長。

検印省略

。
昭
和
四
十
四
年
十
月
十
五
日

初
版
一
刷
発
行

統
計
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自

四
八

O
円
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者
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京
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物
質
・
生
命
・
宇
宙

I
・E

湯
川
秀
樹
他
舗
/
B
6
・
価

I
五
八

O
円
-
E
六
八

O
円

情
報
の
世
界
ー
加
わ
詰
I
タ
l

|

情

報

科

学

へ

の

道

情
報
科
学
の
動
向
I
-
E

伏
見
康
治

随

筆

集

研
究
と
大
学
の
周
辺

情

報

科

学

講

座
全
筋
巻

現
代
の
新
し
い
物
質
観
の
基
礎
の
上
に
立
ち
、
ミ
ク
ロ
か
ら

マ
ク
ロ
に
わ
た
る
自
然
の
各
階
層
の
相
貌
を
一
つ
の
統
一
像

と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
試
み
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
探
求
@

本
書
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
原
理
な
ど
基
礎
を
平
述
し
て
か

ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
科
学
、
工
学
、
商
業
と
経
営
、
お
よ

び
教
育
に
お
け
る
役
割
り
の
現
状
と
将
来
を
平
易
に
解
説
。

本
書
は
い
ろ
い
ろ
違
っ
た
学
問
分
野
の
研
究
に
従
事
す
る
専
.
日
叉

門
家
が
、
過
去
の
歩
み
を
語
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
状
の
紹
"
月

介
、
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
も
一
部
述
べ
将
来
の
発
展
を
探
求
。
出

情
報
科
学
の
現
在
の
動
向
を
(

I

)

ア
メ
リ
カ
・
西
欧
の
計
算

A
U

機
科
学
、
日
本
の
情
報
科
学
計
画
(
E
)
ソ
速
の
キ
ベ
ル
ネ
テ

k

、

カ
に
分
け
、
各
国
の
実
情
事
例
に
基
づ
き
詳
細
に
解
説
。
オ
ノ

著
者
が
新
聞
雑
誌
な
ど
に
発
表
し
た
随
筆
、
評
論
、
短
文
の

う
ち
学
術
的
内
容
を
除
い
て
原
子
力
、
ピ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
、

官
庁
、
研
究
所
等
に
つ
い
て
感
想
を
書
い
た
も
の
を
集
成
。

本
講
座
は
情
報
科
学
の
体
系
的
集
成
を
意
と
し
、
理
論
、
素

子
、
組
織
、
生
体
情
報
、
装
置
の
全
分
野
に
わ
た
り
、
基
礎

的
な
解
説
か
ら
、
第
一
線
の
研
究
ま
で
懇
切
丁
寧
に
紹
介
。


